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のれん（固定資産）の一括償却 

および業績予想と実績の差異の発生に関するお知らせ 

 

当社は、のれんの一括償却に伴う特別損失の発生を主たる要因として、平成24年６月21日に公表した業績

予想と平成24年６月期決算の実績とに差異が発生いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１． 業績予想と実績の差異について 

通期業績予想数値と平成24年６月期実績との差異（平成23年７月１日～平成24年６月30日）     

 
売 上 高 

（ 百 万 円 ） 

営 業 利 益

（ 百 万 円 ）

経 常 利 益

（ 百 万 円 ）

当 期 純 利 益 

（ 百 万 円 ） 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

（ 円 ）

前回発表予想（Ａ）   1,602 71 70 65 607.72 

実績との差異（Ｂ）   1,607 63 62 41 384.65 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 5 △8 △8 △24 △223.07 

増 減 率（ ％ ） 0.3 △11.3 △11.5 △37.0 △36.8 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 23 年６月期） 
295  △230 △246 △281 △4,857.22

 

２．のれんの一括償却を実施する理由および今後の見通し 

当社は、平成 22 年９月７日に日本エーエム株式会社と締結した業務提携契約書に基づき、同社のＬ

ＥＤ事業に関する一部従業員の移管を受ける形で、実質的に同社のＬＥＤ販売部門を譲り受けたことに

伴い、一連の対価として 25 百万円を支払ったことから、のれんとして資産に計上し、５年間の定額法

を採用し償却を進めてまいりました。 

しかしながら、平成 23 年４月７日に当該契約を解除しており、さらに譲り受けた従業員の多くが当

社を退社している現状に加え、営業譲渡において副次的な効果として期待していた韓国のFAWOO社から

の安定的な仕入ルートも事実上喪失されている現状を踏まえ、今般、平成 24 年６月期決算においての

れんの残額15,833千円を一括償却し、特別損失（のれんの減損損失）を計上することいたしました。 

本件一括償却に伴い、業績予想と実績に差異が発生することとなります。 

今回の一括償却につきましては、本日別途発表しております中期経営計画にも記載のとおり、一般販

売管理費を削減し、収益基盤を一層強固なものとするための施策の一環として、ＬＥＤ事業の将来の負

担を軽減するために積極的に実施するものであります。この一括償却に伴い、平成 25 年６月期以降の

業績において、当該償却実施前との対比で、年間約５百万円ののれん償却費の軽減となります。 

 



 

 

 

以 上 

 

 （注）上記予想は、本資料の発表現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 


